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月号

　９月14日から16日の３日間、東京都の渋谷ヒカリエにおいて、三町合同企画展を開催しました。 
これは、「岩島麻」の群馬県東

ひがし

吾
あが

妻
つま

町
まち

、「近江上布」の滋賀県愛
あい

荘
しょう

町
ちょう

、そして「阿波藍」のふるさとである本
町の伝統工芸技術を発信するために開催したものです。また、文化で結ばれた三町の絆を防災にも生
かそうと、災害時相互応援協定を締結しました。（関連記事11ページ）

調印者：前列左から、中澤東吾妻町長、村西愛荘町長、石川藍住町長
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平成25年９月末現在（　）内は前月比
人　口 34,397人 （＋31） 15歳未満 5,394人 （−10）

65歳以上 6,495人 （＋22）

平均年齢 41.9歳

　男 16,509人 （＋19）

　女 17,888人 （＋12）

世帯数 13,153戸 （＋18）

10
東吾妻町・愛荘町・藍住町
三町合同企画展開催! 災害時相互応援協定締結!!
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上
程
議
案
等

５
日

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定（
３
～
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
国
民
健
康

保
険
事
業
）歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
保
険

事
業
）歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
）歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
）歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
藍
寿
苑
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
）歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
水
道
事
業
）

利
益
の
処
分
及
び
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
24
年
度
藍
住
町
特
別
会
計（
下
水
道
事

業
）歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

◆
平
成
25
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
藍
住
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制
定

〈
報
告
〉

◆
平
成
24
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足
比
率

の
報
告（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

◆
平
成
24
年
度
下
水
道
事
業
会
計
資
金
不
足
比

率
の
報
告（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

一
般
質
問

17
日

　

林
茂
議
員
、
小
川
幸
英
議
員
、
永
濵
茂
樹
議

員
、
濵
眞
吉
議
員
、
西
岡
恵
子
議
員
、
古
川
義

夫
議
員
、
西
川
良
夫
議
員
の
７
氏
が
登
壇
、
行

政
全
般
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た（
一
般

質
問
の
内
容
は
11
月
発
行
予
定
の「
議
会
だ
よ

り
」で
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

上
程
議
案
等

20
日

◆
藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の
同
意

◆
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書

◆
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
請
願
書

◆「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」の
提

出
を
求
め
る
請
願
書

9月議会

　
平
成
25
年
度
第
３
回
議
会
定
例

会
は
９
月
５
日
に
開
会
し
、
町
長

及
び
議
員
提
案
14
議
案
を
可
決
し
、

20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

任
命
さ
れ
た
教
育
委
員
会
委
員

を
ご
紹
介
し
ま
す

再
任　

奥
村
　
康
人 

氏（
奥
野
）59
歳

任
期　

平
成
25
年
10
月
１
日

～
平
成
29
年
９
月
30
日

選
任
さ
れ
た
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

再
任　

山
田
　
俊
昭 

氏（
奥
野
）70
歳

任
期　

平
成
25
年
10
月
12
日

～
平
成
28
年
10
月
11
日

●森
議
員
に
感
謝
状

　

９
月
20
日
の
議
会
閉
会
日
に
、
町
か
ら
森
志

郎
町
議
会
議
員
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

精
励
さ
れ
、
議
長
や
副
議
長
の
重
職
を
歴
任
さ

れ
る
な
ど
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
町
勢
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
月
の
納
税

　

10
月
は
、
町
県
民
税（
３
期
）・
国
民
健

康
保
険
税（
４
期
）の
納
付
月
で
す
。
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

納
期
限　
10
月
25
日

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
７
）

今
月
の
保
険
料
の
納
付
の
お
知
ら
せ

　

10
月
は
介
護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
の
納
期
限
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

介
護
保
険
料 

10
月
25
日（
第
４
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
10
月
31
日（
第
３
期
）

※
普
通
徴
収
で
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
納
期
限
前
日
ま
で
に
口

座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収
の
方
は
、
10
月
受
給
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７・３
１
１
５
）

戦
没
者
追
悼
式

　

平
成
25
年
度
戦
没
者
追
悼
式
を
開

催
し
ま
す
。
転
入
に
よ
り
、
新
た
に

本
町
で
の
式
典
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
時  

11
月
11
日（
月
） 

午
前
10
時
か
ら

場
所  

町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

申
・
問 

福
祉
課（
☎
６
３
７・３
１
１
４
）
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一 般 会 計  歳 入   歳 出   決 算 報 告
平成２4年度まちの台所

地方交付税
17億3,066万円
地方交付税
17億3,066万円

国庫支出金
10億759万円
国庫支出金

10億759万円

地方債
10億8,889万円

地方債
10億8,889万円

県支出金
6億4,898万円

県支出金
6億4,898万円

地方消費税交付金
2億6,691万円

地方消費税交付金
2億6,691万円

地方譲与税　9,809万円地方譲与税　9,809万円
地方特例交付金　2,136万円地方特例交付金　2,136万円

その他　6,956万円その他　6,956万円
利子割交付金　1,508万円利子割交付金　1,508万円

町税
39億1,530万円
町税
39億1,530万円

自自

歳入総額
103億9,208万円

財財
財財

源源源源

主主

依依
存存

分担金および負担金
3億6,702万円
分担金および負担金
3億6,702万円

使用料および手数料
2億7,602万円
使用料および手数料
2億7,602万円

繰越金　4億9,187万円繰越金　4億9,187万円

その他　1億5,195万円その他　1億5,195万円

繰入金　2億4,280万円繰入金　2億4,280万円

地方交付税	 １７億３，０６６万円	
　地方公共団体の財政需要に即した必要な財源を確保するた
めに、国民の負担する税を国と地方公共団体がそれぞれの財
政需要によって配分することにより地方公共団体の財源の均
衡化と財源の保障を行う制度

地　方　債	 １０億８，８８９万円
　事業を行おうとする際、また財源不足をきたす場合、特に
一時に多額の資金を要するとき、これを特殊の機関によって
調達し、一定の約束のもとに将来、税その他の収入をもって
返済する義務を負うものをいう。地方債の機能として、財政
支出と財政収入の年度間調整、住民負担の世代間の調整、国
の経済政策との調整等もある

国庫支出金	 １０億　７５９万円
　地方公共団体の支出する特定の経費に対して国の負担する支出金

地方消費税交付金	 ２億６，６９１万円
　消費譲与税に代えて創設され、都道府県間で精算を行っ
た額の２分の１を、各市町村に対し一定の基準に応じて、
県より交付される

地方譲与税	 ９，８０９万円
　地方税収入の１つで、もともと国税として徴収され地方公共 
団体に譲与される
　■地方揮発油譲与税 ２，９１７万円
　■自動車重量譲与税 ６，８９２万円
　■地方道路譲与税 ０万円

地方特例交付金	 ２，１３６万円
　個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の実施に
伴う地方公共団体の減収を補填するため、各地方公共団体
の住宅借入金等特別税額控除見込額を基礎として算定され、
国より交付される

分担金および負担金	 ３億６，７０２万円
　給食負担金、保育所運営費負担金、老人保護措置費入所者負
担金及び市町村負担金、身体障害者更生援護施設入所者負担金等

県支出金	 ６億４，８９８万円
　地方公共団体の支出する特定の経費に対して県の負担す
る支出金（県を通じて支出される国庫支出金も含まれる）

繰入金	 ２億４，２８０万円
　特別会計からの繰入金と基金からの繰入金

繰越金	 ４億９，１８７万円
使用料および手数料	 ２億７，６０２万円
　住宅使用料、幼稚園授業料、福祉センター・女性センター
使用料、戸籍事務・税務手数料、督促手数料等

利子割交付金	 １，５０８万円
　利子割額に相当する額の５分の３を、各市町村にかかる
個人県民税収入額の割合に応じて、県より交付される

その他	 ２億２，１５１万円
■自動車取得税交付金 ２，０４５万円
　県税の目的税として、道路に関する費用に充てるために創設された

もので、市町村には税額の100分の95の70％相当額が交付される
■配当割交付金 １，５６８万円
　株式等の配当等に課税される配当割について、その３

分の２相当額が交付される
■株式等譲渡所得割交付金 ２，８８７万円
　株式等譲渡所得等に課税される株式等譲渡所得割につ

いて、その３分の２相当額が交付される
■交通安全対策特別交付金 ４５６万円
■寄付金 １１１万円
■財産収入 ４，４０９万円
■諸収入 １億　６７５万円

　平成２４年度の一般会計決算がまとまり、平成２５年第３回藍
住町定例議会において審議され、９月２０日に原案どおり認定
されましたので、その概要を報告（公表）します。
　歳入、歳出差引額は、６億６,０４０万円であり、実質収支は翌年
度への繰越額３億２,９４０万円を除いた、３億３，１００万円です。
　この額の１０％３，３１０万円を財政調整基金に積立をし、
２億９，７９０万円を平成２５年度へ繰越しました。

町税の内訳
町民１人当たりの町税負担額（115,591円）

町民税…17億8,268万円 固定資産税…18億3,895万円
１人当たり　52,630円 １人当たり　 54,291円

軽自動車税…7,725万円 町たばこ税…2億1,642万円
１人当たり　2,281円 １人当たり 　6,389円 

実質収支に関する調書 
区　　　　　分 金　　　額

歳 入 総 額  10,392,078,365円
歳 出 総 額  9,731,683,025円
歳 入 歳 出 差 引 額 660,395,340円

翌年度へ繰越
すべき財源

⑴　継続費逓次繰越額              0円
⑵　繰越明許費繰越額     329,397,000円
⑶　事故繰越し繰越額              0円

計     329,397,000円
実 質 収 支 額     330,998,340円

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額      33,100,000円

一 般 会 計 歳 入

歳入  １０３億９，２０８万円 歳出  ９７億３，１６８万円
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●土木費…14,894円 ●民生費…89,868円 ●総務費…25,753円

●教育費…64,284円 ●農林水産業費…3,253円 ●衛生費…31,444円 ●消防費…12,672円

●災害復旧費…0円 ●公債費…26,058 円 ●議会費…3,378円 ●労働費…402円 ●商工費…726円 ●諸支出金…14,573円

民　生　費	 ３０億４，４０１万円
　町民が一定の水準の生活と安定した社会生活を保障する
のに必要な経費であり、具体的には社会福祉、身体障害者、
高齢者、児童福祉、災害救助関係の経費
■社会福祉費 ５億７，０５６万円
■老人福祉費 ３億５，０２１万円
■障害者福祉費 ６億１，０４１万円
■児童福祉費 １４億８，５６５万円
■国民年金事務取扱費 １，５８３万円
■災害救助費 ０ 円
■住民福祉費 ９３０万円
■在宅福祉事業費 ２０５万円
教　育　費	 ２１億７，７５１万円
　教育委員会、小・中学校、社会教育等すべての教育関係の費用

■教育総務費 １億３，２７０万円
■小学校費 １億１，９２８万円
■中学校費 ３億２，８４２万円
■幼稚園費 ３億７，９２８万円
■社会教育費 １億４，４６１万円
■文化費 ９，２５８万円
■体力づくり費 ６億   ２２１万円
■学校給食費 ３億７，８４３万円
総　務　費	 ８億７，２３１万円
　行政の管理業務、企画調整業務、財政・財務管理に要する経
費、戸籍、統計、広報、徴税、選挙、交通安全等に要する経費

■総務管理費 ６億３，１５２万円
■徴税費 １億７，３７２万円
■戸籍住民基本台帳費 ４，７５４万円
■選挙費 １，７１５万円
■統計調査費 １６３万円
■監査委員費 ７５万円 
農林水産業費	 １億１，０１８万円
　農業委員会費、農業対策の事務の組織等の一般的行政経
費、農業振興指導に関する事項で生産及び出荷対策、農業
土木、農業構造改善、畜産振興等の経費
消　防　費	 ４億２，９２４万円
　松茂町、北島町、藍住町が組織する板野東部消防組合の
負担金のほか、消防施設や災害対策の経費

衛　生　費	 １０億６，５０７万円
　町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経
費で具体的には保健衛生、ごみ、し尿の処理にかかる経費、
公害対策費等
■保健衛生費 ３億８，６９９万円
■清掃費 ６億７，７９５万円
■公害対策費 １３万円
公　債　費	 ８億８，２６５万円
　町が借金（起債）してお金を借入れた後の、毎年の元本返済、
利息支払等のための諸費用
土　木　費	 ５億　４５０万円
　土木関係人件費、土木共通事務等に要する経費並びに道
路橋梁費、河川費、都市計画費、災害土木関連費等
■土木管理費 ８，１２５万円
■道路橋梁費 １億５，４８０万円
■河川費 １，２５４万円
■都市計画費 ２億１，３４６万円
■住宅費 ４，２４５万円
議　会　費	 １億１，４４１万円
　議会活動に要する経費で、主に議員の報酬及び費用弁償、
委員会の運営費及び分担金等
労　働　費	 １，３６２万円
　労働者のための各種施設（勤労女性センター、勤労青少年
ホーム）の管理に要する経費、各種講座等経費
商　工　費	 ２，４５７万円
　商工業の振興、その他観光事業等の経費
災害復旧費	 ０万円
　災害によって被害を受けた施設等の復旧に要する経費
諸支出金	 ４億９，３６１万円
　事業目的の積立金や定額の資金を運用する目的の積立金等

※町民１人当たりの町税及び支出は平成24年４月１日現在の人口
33,872人によります。

※表示金額未満の端数処理の都合で、各項目の額と総額が一
致しない場合があります。

一 般 会 計 歳 出
町民１人当たりの決算額

歳出総額
97億3,168万円

民生費
30億4,401万円
民生費
30億4,401万円

教育費
21億7,751万円
教育費
21億7,751万円

衛生費
10億6,507万円
衛生費
10億6,507万円

公債費
8億8,265万円
公債費
8億8,265万円

総務費
8億7,231万円
総務費
8億7,231万円

土木費 5億450万円土木費 5億450万円

農林水産業費 1億1,018万円農林水産業費 1億1,018万円

消防費 4億2,924万円消防費 4億2,924万円

議会費 1億1,441万円議会費 1億1,441万円 労働費 1,362万円労働費 1,362万円

商工費 457万円商工費 2,457万円

諸支出金 4億9,361万円
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■歳出の性質別内訳（平成２4年度普通会計決算）

投 資 的 経 費
　（普通建設事業費）　 12億5,445万円 投資的経費

12.9％

人 件 費 18億7,180万円

義務的経費
43.1％扶 助 費 14億4,180万円

公 債 費 8億8,265万円

物 件 費 20億6,745万円

その他の経費
44.0％

維 持 補 修 費 3,540万円

補 助 費 等 7億　591万円

積 立 金 4億9,362万円

投 資・ 出 資 お よ び
貸 付 金 73万円

繰 出 金 9億7,787万円

■主な財政指数等 （平成２4年度普通会計決算）

経常収支比率
　経常的な経費のために、経常的な一般財源が
どれだけ充用されたかを示す比率です。この比
率が低い団体の財政構造は、弾力性があると考
えられ、通常70～80％が標準的とされています。

83.8％

公 債 費 比 率

　標準的な状態で通常収入されるであろう経
常的な一般財源総額に占める公債費（借入金の
元金と利子の支払いに要する経費）の一般財源
所用額の比率です。この比率が高い団体につ
いては公債費の増加に歯止めをかけ、財政構
造の健全性を確保する必要があります。

8.5％

実質公債費比率

　平成18年4月に地方債制度が許可制度から協
議制度に移行したことに伴い導入された指標
であり、公債費による財政負担の程度を示す
もの。従来の起債制限比率に公営企業（特別会
計）の公債費への繰出金、一部事務組合の公債
費負担金等の公債費類似経費を参入しており、
この比率が18％以上の団体は、引き続き県の
許可が必要となります。

7.5％

財 政 力 指 数

　基準財政需要額（その地方公共団体が合理的
かつ妥当な水準の行政を行い、又は施設を維
持するために必要な財政需要の額）に対する、
基準財政収入額（その地方公共団体が通常標準
的に徴収し得るであろうと考えられる税収入
の75％と地方譲与税の合計額）の割合で、通常
3か年度の平均値を使用し、地方公共団体の財
政力の強弱を示す指標として用いられます。

0.660

標準財政規模

　その地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的な一般財源の規模を
表します。これは、標準的な行政活動を行う
ために必要な経常的な一般財源の総量を示す
ものですので、財政分析や財政運営の指標の
算出のために利用されることが多くあります。

62億　　　
5,159万円

積立金現在高 　将来の大型事業や緊急的支出のためなどに
備え、積立て（貯金）た金銭の残高です。

34億　　　
6,056万円

地 方 債 残 高 　今までの事業による公債（借金）の残高です。 77億　　　
2,277万円

平成２5年度藍住町職員等の給料（報酬） （平成25年4月1日現在）　

区　　分
特別職定員数 
及び職員数 

（人）

給料 （報酬）
月　　額 
（円）

期末・勤勉手当（＊は、期末手当のみ）

６月 12月 計

＊町　　長 1 793,000

1.40月 1.55月 2.95月

＊副 町 長 2 634,400
＊教 育 長 1 586,800
＊議　　長 1 333,000
＊副 議 長 1 277,500
＊議　　員 14 222,000
　職　　員 249 343,600（平均） 1.90月 2.05月 3.95月

職員の平均給料月額・平均年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　 初任給基準（一般行政職）
区　　分 平均給料月額 平均年齢 大　卒 172,200円

一般行政職 337,300円 45.6歳 短大卒 152,800円
技能労務職 350,200円 52.0歳 高校卒 140,100円

部門別職員数の状況  （平成25年4月1日現在）　

区　　　　分
職員数（人） 

対前年増減数
平成24年度 平成25年度

一 般 行 政 部 門 140 139 △ 1
教 育 関 係 部 門 72 74 2
水道・藍寿苑他特別会計部門 37 37 0

合　　　　計 249 250 1

（教育長を含む）

※平成24年度特別会計決算状況は11月号に掲載します。また、町の全ての会計決算状況を町ホームページに掲載しています。
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平
成
19
年
６
月
に「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
公
布
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
は
、
前
年
度
決
算
に
基
づ
い

た
新
し
い
財
政
指
標（
健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
）を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
早

期
健
全
化
基
準
を
一
つ
で
も
超
え
た
地
方
公

共
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
自
主

的
か
つ
計
画
的
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
平
成
19
年
度
決

算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

を
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
た
び
平
成
24
年
度
決
算
に
よ

る
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
て
財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
効
果

が
現
れ
、
健
全
な
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率

◎健全化判断比率

指　　標 平成24年度 早期健全化基準 備　　考

① 実 質 赤 字 比 率 － 14.33％ 実質黒字額
330,998千円

② 連結実質赤字比率 － 19.33％ 連結実質黒字額
1,382,045千円

③ 実 質 公 債 費 比 率 7.5％ 25.0％

④ 将 来 負 担 比 率 2.3％ 350.0％

◎資金不足比率

特別会計の名称 平成24年度 経営健全化基準 備　　考

① 水 道 事 業 会 計 － ２０．０％ 資金剰余額
763,502千円

② 下 水 道 事 業 会 計 － ２０．０％ 資金剰余額
19,984千円

実 質 赤 字 比 率 …一般会計における実質赤字額の標準財政規模に対
する比率

連結実質赤字比率 …一般会計及び特別会計における実質赤字額の標準
財政規模に対する比率

実 質 公 債 費 比 率 …一般会計が負担する公債費（借入金償還費）の標準
財政規模に対する比率

将 来 負 担 比 率 …一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財
政規模に対する比率

資 金 不 足 比 率…公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率
標 準 財 政 規 模 …藍住町が標準的な状態のとき、通常収入されると

考えられる経常的一般財源の規模（標準税収入額
＋普通交付税＋地方譲与税）

財政用語の説明

　肺がんは近年死亡率が増加傾向にあります。肺がん検診をまだ受診されていない方は、巡回検
診を行っていますので、受診してください。（結核も診ています。）また、タバコと肺がんの関連は
深く、喫煙習慣のある方・過去にあった方・受動喫煙の機会のある方は、ぜひ受診してください。
●検診内容・費用　胸部エックス線検査（500円）
　※喀

かく

痰
たん

検査対象者で希望者は、別途1,000円で検査を受けることができます。
　※検査前に問診票（各会場・保健センターに備えています）をご記入ください。
●対象者　昭和49年４月１日以前生まれの方で、今年度に胸部エックス線検査を受けていない方
　※受診券（6月下旬送付）をお持ちの方は持参してください。

注  レントゲン撮影は肺がん検診車で行いますので、お体の不自由な方は撮影できない場合があります。
そのほか、胃・大腸・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診は、検診期間が10月までです。未受診の方は、お早めに受診
してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問  保健センター（☎６９２・８６５８）

肺がん巡回検診

巡　回　日 時　間 場　所

１０月１７日（木）

午前９時　～　９時45分 キョーエイ藍住店
午前10時　～　10時45分 富吉老人憩の家
午前11時　～　11時45分 西部老人憩の家
午後１時　～　１時45分 奥野老人憩の家
午後２時　～　２時45分 東中富桜づつみ公園駐車場
午後３時　～　３時45分 徳命老人憩の家

１０月１８日（金）

午前９時　～　10時45分 マルナカ成長店
午前11時　～　11時45分 東部老人憩の家
午後１時　～　１時45分 JA板野郡　住吉支所
午後２時　～　２時45分 住吉老人憩の家
午後３時　～　３時45分 保健センター

１０月２０日（日） 午前９時　～　11時　　 保健センター



No 837 ■ 広報あいずみ7

平
成
26
年
度
　
藍
住
町
臨
時
職
員
募
集

　

臨
時
職
員
登
録
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
登

録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
職
員
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。

職
務
内
容

　

一
般
事
務
、看
護
師（
ナ
ー
ス
バン
ク
含
む
）、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
調
理
員
、
作
業
員

（
ゴ
ミ
収
集
・
発
掘
作
業
）な
ど

条
　
　
件

◆
看
護
師
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

　

資
格
を
有
す
る
方
で
原
則
と
し
て
60
歳
未
満

◆
一
般
事
務
・
調
理
員
・
作
業
員

　

原
則
と
し
て
65
歳
未
満

※
藍
住
町
の
町
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

賃
金〈
25
年
度
参
考
・
日
額
〉 

　

６
５
０
０
円
…
一
般
事
務
、
調
理
員
、

　
　
　
　
　
　
　

発
掘
作
業
員

　

７
１
０
０
円
…
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

　

８
６
０
０
円
…
看
護
師
、
ゴミ
収
集
作
業
員

※
通
勤
が
２
km
以
上
の
場
合
は
通
勤
手
当
有
り
。

採
用
期
間 

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
で
、
必
要
に
応
じ
て
随
時

登
録
方
法 

　

市
販
の
Ａ
４
版
履
歴
書
１
通（
写
真
貼
付

の
も
の
）と「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意

書
」を
総
務
課
に
持
参
又
は
郵
送

※
郵
送
に
よ
る
申
込
み
の
場
合
は
、
封
筒
の

表
に「
臨
時
職
員
登
録
」と
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※
看
護
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
に
つ
い

て
は
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
履
歴
書
に
は
、
希
望
職
種
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※「
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書
」の
様

式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間 

　

10
月
15
日（
火
）～
11
月
18
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

採
用
方
法

　

書
類
選
考
と
面
接

　
（
採
用
す
る
場
合
の
み
連
絡
し
ま
す
）

注
意
事
項 

◆
平
成
25
年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
も
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
新
た
に
登
録

が
必
要
で
す
。

◆
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は
返
却
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
雇
用
期
間
中
は
ア
ル
バ
イ
ト
等
は
禁
止
で
す
。

申
・
問  

総
務
課（
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

　
　
　
　
〒
７
７
１・１
２
９
２

　
　
　
　
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１

募
集
住
宅

◆
町
営
敷
地
団
地　

　

１
階
２
戸
・
２
階
１
戸
・
３
階
１
戸
・
５

階
１
戸（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
）

間
取
り　
和
室
６
帖
・
４
帖
半
、
洋
室
３
帖
、 

　
　
　
　

台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

入
居
条
件

　

同
居
親
族
が
あ
り
、
法
に
定
め
る
基
準
以

下
の
所
得
で
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
明
ら

か
な
理
由
が
あ
り
、
町
税
等
の
滞
納
の
な
い

世
帯

※
暴
力
団
員
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

入
居
申
込
み
に
必
要
な
書
類

◦
町
営
住
宅
入
居
申
込
書（
生
活
環
境
課
備

付
け
）

◦
住
民
票
の
写
し（
入
居
し
よ
う
と
さ
れ
る

方
全
員
の
分
）

◦
所
得
証
明
書（
前
年
中
の
所
得
証
明
書
）

◦
納
税
証
明
書（
町
税
及
び
介
護
保
険
料
の

納
付
証
明
書
）

受
付
場
所　
生
活
環
境
課

受
付
期
間　
10
月
15
日（
火
）～
10
月
31
日（
木
）

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
・
問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
藍
住
町
長
選
挙
を
11
月

17
日（
日
）に
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
立
候
補
届
出
に
関
す
る
説

明
と
必
要
な
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、

立
候
補
予
定
の
方
や
関
係
者
の
方
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日
　
時　
10
月
16
日（
水
）　

午
前
10
時
か
ら

場
　
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
役
場
４
階
研
修
室
）

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
（
☎
６
３
７・３
１
２
６
）

町
営
住
宅

補
充
入
居
者
募
集

藍
住
町
長
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

「
こ
ど
も
の
城
」中
止
の
お
知
ら
せ

　

水
井
医
院
の
休
診
に
伴
い「
こ
ど
も
の

城
」も
休
止
と
な
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
医
療
法
人
和
泉
会（
水
井

医
院
）と
事
業
再
開
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
が
、再
開
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、

や
む
を
得
ず
事
業
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
中
の
事
業
再
開
は
難
し
い
状

況
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
再
開
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）
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ハ
～
イ
、こ
く
ね
ん
で
す
！

～
後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の

　
納
付
可
能
期
間
延
長
）の
お
知
ら
せ
～

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

40
年
の
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
65
歳
か
ら
満
額
の
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
や
届
出
を
忘
れ
た
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
後
納

制
度
で
は
過
去
10
年
間
で
納
め
ら
れ
な

か
っ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
間
は
、

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
る
方
は
お
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

後
納
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
国
民
年

金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
又
は
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
（
☎
０
５
７
０・０
１
１・０
５
０
）

　
　
徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
６
５
５・０
２
０
０
）

土
地
利
用

　
　
指
導
要
綱
の
改
正

　

町
内
で
土
地
利
用
及
び
土
地
開
発
を
行

う
際
の
基
準
と
な
る「
藍
住
町
土
地
利
用

指
導
要
綱
」を
改
正
し
ま
す
。
主
な
改
正

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
道
路
の
中
心
後
退

　

こ
れ
ま
で
は
、
町
道
の
み
を
対
象

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に「
車
輌

等
が
通
行
し
て
い
る
道
路（
里
道
、
農

道
等
）」が
対
象
に
加
わ
り
ま
す
。

◆
開
発
行
為
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ

る
道
路
の
幅
員

　

こ
れ
ま
で
は
、
道
路
側
溝
を
含
ん

だ
幅
員
４
ｍ
以
上
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
道
路
側
溝
を
含
ま
な
い
幅
員
４

ｍ
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
12

月
の
事
前
協
議
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

建
設
課(

☎
６
３
７・３
１
２
２)

開発区域　Ａ

　次のような開発区域の場合

　現行の要綱での条件

開発区域　Ａ

要綱改正による開発条件の例示①
（道路の中心後退）

里

道

町 道

里

道

　改正後の要綱での条件

開発区域　Ａ

町 道

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.０ｍ

里

道

町 道

　次のような開発区域の場合

開発区域　Ｂ 町
　
道

　現行の要綱での条件

要綱改正による開発条件の例示②
（開発行為によって新設される道路の幅員）

町
　　　　　開発道路道路幅員 4.0m以上

　改正後の要綱での条件

町
　
道

　　　　　　開発道路

　
道

　　　　　道路幅員4.0m以上

道路幅員5.2m以上

開発区域　Ａ

　次のような開発区域の場合

　現行の要綱での条件

開発区域　Ａ

要綱改正による開発条件の例示①
（道路の中心後退）

里

道

町 道

里

道

　改正後の要綱での条件

開発区域　Ａ

町 道

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.６ｍ

中心後退 ２.０ｍ

里

道

町 道

　次のような開発区域の場合

開発区域　Ｂ 町
　
道

　現行の要綱での条件

要綱改正による開発条件の例示②
（開発行為によって新設される道路の幅員）

町
　　　　　開発道路道路幅員 4.0m以上

　改正後の要綱での条件

町
　
道

　　　　　　開発道路

　
道

　　　　　道路幅員4.0m以上

道路幅員5.2m以上



No 837 ■ 広報あいずみ9

〜 町内のがんばる商工業者を紹介します② 〜 
大進繊維 株式会社 ～肌に優しい服造りを求めて…～
会社名	 大進繊維	株式会社
所在地	 勝瑞字成長174
代表者	 北野　幸恵
設　立	 1966年2月
従業員数	 50名
電話番号	 （☎641・1711）
ﾎｰﾑﾍ゚ ｰｼﾞ	 http://daishinseni.com/

「藍住町がんばる商工業者認定制度」
　この制度は、事業計画を策定し県の承認や認定を受けた事業所や講習会等に積極的に参加する事業所など、
経営向上に意欲的な事業所を町が認定する制度です。
※がんばる商工業者認定制度に関する詳細は、次までお問い合わせください。	 問 	経済産業課（☎637・3120）

板野高校生や交通安全関係団体が沿道に立っ
てドライバーへ呼びかける「人の波作戦」

☆☆こんな会社です☆☆
　カットソー衣料を中心に、様々なメーカーからの受託製
造をメインに行っている会社です。積み上げられたノウハ
ウで、企画から製造、品質管理までを一貫して行っていま
す。得意分野であるベビー・子供服をはじめ、レディース・
メンズの軽衣料も扱っています。また、敏感肌の子供たち
のためにオリジナルブランドToymonkeyを開発し、生地
と縫製を工夫したアイテムで、ベビー・子供服のほか、最
近ではママ服の展開もしています。

☆☆こだわりの一品☆☆
　アトピー性皮膚炎で悩んでいるお客様の声から誕生した
オリジナルブランドToymonkey。使用しているオーガニッ
クコットン100%の生地は肌触りの良さが評判です。敏感
肌の赤ちゃんにも優しい外縫い代で、洗濯表示のネームも
プリントにするなど、肌面をできるだけフラットに仕上げ
ています。金属アレルギーの方にも安心のプラスチックス
ナップ使用。毎日の洗濯にも強く、柔らかい風合いを保ち
ます。 http://www.toymonkey.net/

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
に
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
把

握
し
、
耕
作
放
棄
地
等
の
実
態
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

農
地
を
管
理
し
な
い
ま
ま
放
置
し
ま
す

と
、
雑
草
の
繁
茂
、
病
害
虫
の
発
生
等
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

休
耕
す
る
場
合
で
も
、
草
刈
り
や
定
期
的

な
耕
う
ん
を
行
う
な
ど
、
農
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
６
３
７・３
１
２
１
）

　

雷
が
鳴
っ
て
い
る

と
き
、
あ
な
た
の
愛

犬
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
？　

雷
の
音
が
苦
手
な
犬
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
驚
き
の
あ
ま
り
家
か

ら
逃
げ
出
し
て
迷
子
に
な
っ
た
り
、
交

通
事
故
に
遭
っ
た
り
す
る
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら
愛
犬
が
逃
げ
出
さ

な
い
よ
う
に
工
夫
を
す
る
と
と
も
に
、

万
が
一
に
備
え
て
首
輪
に
は
鑑
札
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

　

９
月
21
日
か
ら
30

日
ま
で
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
期
間
中
、
本

町
で
も
交
通
安
全
協

会
や
交
通
安
全
母
の

会
な
ど
の
関
係
団
体

延
べ
１
０
０
人
以
上

が
様
々
な
活
動
を
行

い
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
通
行
さ
れ
て
い
る
方

へ
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
運
動
の
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動

耕
作
放
棄
地
解
消
取
組
月
間

た
が
や
せ
農
地
！

み
ん
な
で
実
り
を
取
り
戻
そ
う
！

〜
迷
い
犬
に
な
ら
な
い
よ
う
に
〜

Toymonkey
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第
37
回 

敬
老
の
つ
ど
い

　

９
月
16
日
に
、
町
民
体
育
館
で
敬
老
の
つ
ど
い
を
開
催

し
、
町
内
75
歳
以
上
の
方
の
ほ
か
、
来
賓
な
ど
約
９
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
藍
住
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
東
小
学
校
児
童
に
よ
る
阿
波
踊
り
、
藍
住

町
吟
剣
詩
舞
愛
好
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
詩
吟
が
披
露
さ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

を
代
表
し
て
野
田
正
常
さ
ん
、
克
子
さ
ん
に
、
ま
た
、
金

婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
代
表
し
て
、平
田
茂
利
さ
ん
、

康
枝
さ
ん
に
石
川
町
長
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
参
加
者
を
代
表
し
て
大
和
寛
之
さ
ん
、
千

代
子
さ
ん
ご
夫
婦
に
東
小
学
校
６
年
生
の
堀
家
歩
さ
ん
と

湯
浅
春
花
さ
ん
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
小
学
校
６
年
生
の
富
永
実
希
さ
ん
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
す
と
、
参
加
者
を
代
表
し
て
野
田
正
常
さ
ん

か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
最
高
齢
者　
藤
本
マ
サ
ヲ
さ
ん（
１
０
６
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
40
年
８
月
14
日
生
ま
れ
）

男
性
最
高
齢
者　
濵　

幸
市
さ
ん（
１
０
１
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
元
年
９
月
28
日
生
ま
れ
）

町
内
１
０
０
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
（
10
月
１
日
現
在　

男
性
２
人　

女
性
７
人
）

お祝いの花束を受け取る
大和　寛之さん
　　・千代子さん ご夫妻
贈呈者：　堀家　　歩さん、
　　　 　湯浅　春花さん

金婚を迎えられた
平田　茂利さん・康枝さんご夫妻

ダイヤモンド婚を迎えられた
野田　正常さん・克子さんご夫妻

お祝いの言葉を述べる
富永　実希さん

徳島ヴォルティス「藍住町民デー」
　9月16日に藍住町民デーをポカリスエットスタジアムで開催しました。台風
18号の影響により翌日に順延となりましたが、家族連れら3，414人が試合観
戦やイベントを楽しみました。
　当日行われたヴォルティス対モンテディオ山形戦は、白熱した試合展開の
末、2対2の同点でした。これからもヴォルティスを皆さんで応援して盛り上げ
ていきましょう。
町民デーにご協力いただきました皆さんは次のとおりです。ありがとうございました。

取材協力:徳島ヴォルティス

エスコートキッズ

クラブフラッグフェアプレーフラッグハイタッチ

かねこみそ（株）
ハーフタイム抽選会への景品提供藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場

藍住町歴史館　藍の館
藍住町婦人会 手作りお菓子の無料配布、販売
藍住西小学校支援ボランティア「藍の風」 藍染め製品の販売
藍住町花友会 花の苗無料配布
社会福祉法人涼雲福祉会就労支援センターハーモニー 手作りお菓子、木製グッズの販売
町内小学生 エスコートキッズ・ハイタッチ等
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９
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
、
東
京
都

渋
谷
区
の
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
に
お
い
て「
紡
ぎ
・

染
め
・
織
る
～
日
本
の
技
と
心
」と
題
し
、

合
同
企
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
約
２
１
０
０
人
が
来
場

し
、
盛
況
を
博
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く

の
方
に
阿
波
藍
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
三
町
は
、
平
成
21
年
か
ら
企
画
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
紡
い
で

き
た
絆
を
よ
り
強
く
す
る
た
め
、
９
月
14
日

に「
東
吾
妻
町
、
愛
荘
町
及
び
藍
住
町
に
お

け
る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」の
調
印
式
を

行
い
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

東
吾
妻
町
・
藍
住
町
・
愛
荘
町
三
町
合
同
企
画
展初めての藍染め体験 自分で染めた世界に一つだけの

藍染品に笑顔

　

平
成
25
年
10
月
１
日
付
け
で
渡
邊
章
氏

（
住
吉
）が
、
新
た
に
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任

期　
平
成
25
年
10
月
１
日

　
　
　
　
　
　

～
平
成
28
年
９
月
30
日

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
間
が
幸
福
な
人

生
を
送
る
上
で
、
も
っ
と
も
大
切
な
人
権

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

 

人
権
擁
護
委
員
に
渡
邊
氏

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
に
政
治

や
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
、
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
県

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
連
合
会
が
、
９

月
８
日
に
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
で
模
擬
投
票

の
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

模
擬
投
票
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
で
選
挙
啓
発
～

模
擬
投
票
で
は
、
実
際
に
選
挙
で
使
用
し

て
い
る
投
票
記
載
台
と
投
票
箱
を
使
用

し
、
投
票
用
紙
は
子
供
用
と
大
人
用
の
２

種
類
を
用
意
し
ま
し
た
。
子
供
用
は
好
き

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
選
挙
の
め
い
す
い
く

ん
、
す
だ
ち
く
ん
）を
投
票
し
て
も
ら
い
、

大
人
用
で
は
新
聞
広
告
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
広
告
な
ど
、
選
挙
の
啓
発
方
法
と
し
て

効
果
的
と
感
じ
る
も
の
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形

式
で
投
票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

開
票
の
結
果
、
子
供
用
投
票
で
は「
す

だ
ち
く
ん
」が
１
５
７
票
、 「
め
い
す
い
く

ん
」が
１
０
８
票
で
、
大
人
用
投
票
で
は
、

啓
発
効
果
が
高
い
と
感
じ
る
も
の
と
し

て
、
上
位
か
ら「
新
聞
」 「
広
報
車
」 「
横
断

幕
」 「
コ
ン
ビ
ニ
レ
ジ
」と
な
り
ま
し
た
。
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アルコールとの上手なつきあい方⑧

一生、お酒とおつきあいできるために
藍里病院 副院長

　吉　田　精　次 先生

●健康寿命
　健康日本21は厚生労働省が主導している「21世紀における国民健康づくり運動」です。壮年期死亡の減少と
健康寿命（平均寿命から寝たきりや認知症といった介護を要する期間を差し引いたもので、生涯の健康な期
間を表す指標です。ＷＨＯの報告では日本は欧米各国と比べて寝たきりの期間が６年以上長いとされていま
す）の延長と生活の質を向上することが目的で、平成12年から10年間展開されました。栄養・食生活、身体活動・
運動、休養・こころの健康つくり、タバコ、アルコール、歯の健康、糖尿病、循環器病、がんの９分野にわ
たって、目標が設定されました。
アルコールに関しては、①多量飲酒（１日３合以上の飲酒）を減らす、②未成年者の飲酒をなくす、③「節度
ある適度な飲酒」の知識の普及について具体的な目標が立てられましたが、残念ながらどの項目も大きな改
善はありませんでした。データを見てみますと、若い女性の飲酒率が年々高くなっていますし、依存症の患
者数も増えています。また、がん、高血圧、脳出血、脂質異常などの飲酒に関連する多
くの健康問題の危険性は、１日平均飲酒量とともに、ほぼ直線的に上昇することが分かっ
ています。生活習慣病を防ぐためには飲酒量は低ければ低いほど良いです。

節度ある適度な飲酒とは？
《適　量》
　アルコールへの感受性の違いによって大きく変わることから一概には言えませんが、一般的には「ほろ酔
い」の段階で終わるのが適量です。目安としましては１合程度ということになります。すぐに顔が赤くなる
男性、女性、高齢者はもっと少ない量となります。
《休肝日》
　適量でも毎日飲み続けますと、肝臓にかなりの負担がかかります。このことから、週に最低２日は飲まな
い日を作りましょう。
《睡眠薬代わりにしない》
　寝酒（ナイトキャップ）という言葉があるようにアルコールを睡眠薬代わりに使うことがありますが、むし
ろ眠りは浅くなって夜中に目を覚ましたり早朝覚醒したり、睡眠の質は落ちてしまうことが分かっています。
《適正飲酒10か条》
アルコール健康医学協会の推奨する飲み方を紹介します。

　１　談笑し楽しく飲む	 ６　イッキ飲みや飲酒の無理強いはしない
　２　食べながら適量で	 ７　アルコールと薬を一緒には飲まない
　３　強い酒は薄めて飲む	 ８　妊娠中と授乳中は飲まない
　４　週に2日は休肝日を作る	 ９　飲酒後に入浴したり運動はしない
　５　ダラダラ長く飲まない	 10　定期的に健康診断を受ける　

HAPPYプログラムで酒量減少
　習慣になっているとなかなか抜け出すのは難しいものですが、現在では飲酒運転対策として警察も取り入
れ始めたのがこのプログラムです。方法は簡単で、１時間ほどの講義を３回受け、あとは簡単な宿題をする
だけです。誰にも強制されない、自由意思での参加で行います。このたび、次の日程で開催しますので、な
かなか自分でお酒が減らせない方は、お気軽にご相談ください。

日本酒 ワイン

1合　180ml ワイングラス2杯 200ml

＝

第1回目　11月12日（火）　　　
第2回目　11月26日（火）
第3回目　12月17日（火）
【対象者】 ９月号で紹介した「AUDIT」で１０点～１９点の方（町ホームページでも閲覧できます）その他飲酒の仕方を見直したい方
【申込期限】 11月5日（火）まで　【申・問】 保健センター（692・8658）

※3回継続の教室です。お酒を健康的に
飲み続けたい方のための教室 HAPPYプログラム

時　間：午後７時30分～午後８時30分　　　場　所：保健センター
講　師：藍里病院　吉田精次副院長　　　  参加費：無料
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障がい者と社会意識
～マイナスイメージを持たないで～

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

ありがとう　ごめんね　大丈夫　その気持ちを　伝えよう	 ６年　高　山　大　地
大切な　みんなの笑顔　守ろう	 ６年　原　　　桃　花
勇気出し　差し出すその手は　あたたかい	 ６年　レイエス　愛美
ありがとう　感謝の気持ちで　広がる輪	 ６年　福　島　百々子
影の中　あなたの思いで　光に変わる	 ６年　吉　田　千　鶴
見てただけ　とめなきゃきみも　きょうはんしゃ	 ６年　松　本　颯　太

藍住西小学校児童作品

人権標語

　今年6月、押田興将監督自身のダウン症の弟を主役に、題名を刑法39条に掛
けた、 「39（サンキュー）窃盗団」の上映会とトークショーに参加しました。
　ダウン症の兄と発達障がいの弟、弟はオレオレ詐欺のリーダーにだまされ、
事件を起こしては刑務所を出たり入ったりしています。出所して間もなく、 

「お前の兄貴は刑法39条があるから、ドロボーしても刑務所に入らなくてもい
いんだぞ」とそそのかされ、兄だけを空き巣に入らせる手口でドロボーの旅に
出ます。彼らには様々な災難が降りかかりますが、互いに身を寄せたくまし
く旅を続ける様子を、ユーモアを交えて明るいタッチで描いたものでした。
　監督は、 「ふだんから明るく伸び伸びと過ごし、いつも笑顔の、弟のチャーミングで面白い感覚を観
客に共有してもらいたかった。そしてこの映画を通して、 『障がいは不幸』と決めつける考え方のつまら
なさを感じ取ってほしかった」と語り、 「幸、不幸に定義は無い。障がい者だからかわいそうだというこ
とにはならない」と強調されました。悲壮感はありませんでしたが、支えてくれる家族も無く、行政を
頼るすべを知らない二人がホームレスになってゆく過程がとてもリアルで、このようなことが現実に
起きないことを祈る思いでした。
　
　さて、 「障がい者」と聞きますと、多くの人がなぜかマイナスのイメージを持っているように感じます
が、障がい者本人よりもそのような意識を持つ社会に問題があるのではないでしょうか。そういう認
識を変えるためにも、福祉制度をはじめとする様々な公的制度を活用して積極的に社会参加をしても
らいたいと常に思っていました。つい先ごろ、県政だより（アワーとくしま）の見出しに「障がい者が地
域社会の軸となる“ほっとかない”事業スタート！」の文字が、目に飛び込んできました。
　記事には、「県が、障がいのある人たちの地域社会での共生の実現に向けて、やりがいを持って働け
る場の創世と、限界集落における高齢者の日常生活を支える手段の確保という２つの課題を同時に解
決しようとこの事業がスタートし、その試みは全国から熱い視線が集まっている」と書かれていました。
このような試みが多くの地域で採用されれば、より自然なかたちで社会とのつながりが生まれます。
人は、かかわりを持つことがお互いを理解する第一歩だと思います。その意味でもこの事業が幅広い
住民の支持を受け、地域に無くてはならない存在になって欲しいと、心から願っています。

※刑法39条
１．心神喪失者の行為は、罰しない
２．心神耗弱者の行為は、その刑を軽減する

福祉スポレク　長江　規子
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バ
ラ
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

バ
ラ
園
で
は
、

花
の
せ
ん
定
や
除

草
作
業
等
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
作
業
は

毎
週
水
曜
日
午
前

中
の
３
時
間
程
度

で
す
。

　

町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
町
の
観
光
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
バ
ラ
園
を
、
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
、
訪
れ
た
方
に
絶
賛
さ
れ
る
よ
う
、

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

バ
ラ
の
大
好
き
な
方
、
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
と
思
わ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
個
人
・
団

体
等
を
問
わ
ず
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

経
済
産
業（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

（
町
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
さ
わ
や
か
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　
　

日

時　
11
月
１
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日

　
　
　
　
　

の
４
日
間（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
（
各
日
と
も
午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
　
　

30
分
）

場

所　
町
民
体
育
館

内

容　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
と
実
践

講

師　

徳
島
大
学　

小
原　

繁
教
授

対
象
者　
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
町
民
の
方

※
４
日
と
も
受
講
可
能
な
方
が
対
象
で
す
。

定

員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

準
備
物　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・

　
　
　
　
　

水
分
補
給
の
飲
物

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
屋
外
で
実
技
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

運
動
靴
、
帽
子
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　
10
月
17
日（
木
）か
ら

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

各
種
団
体
・
職
場
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日

時　
11
月
24
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

場

所　
町
民
体
育
館

チ
ー
ム
編
成　

　

町
内
同
一
団
体
・
職
場（
町
内
事
務
所
に

勤
務
す
る
方
）で
編
成
さ
れ
た
男
性
チ
ー
ム
・

女
性
チ
ー
ム
で
選
手
15
人（
監
督
１
人
を
含

む
）の
編
成（
背
番
号
が
必
要
）

※
学
生
は
除
き
ま
す
。

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
連
合
チ
ー
ム
可
。

申
込
期
限　
11
月
13
日（
水
）ま
で

問 

教
育
委
員
会（
町
民
体
育
館
内
）

（
☎
６
９
２	

・
１
１
１
５
）

新
人
卓
球
大
会

日

時　
11
月
10
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成　

◆
ダ
ブ
ル
ス（
男
子
・
女
子
・
混
合
の
区
別

　

な
し
）リ
ー
グ
戦

◆
シ
ン
グ
ル
ス
男
女
別
個
人
戦
、
小
学
生
個

　

人
戦

参
加
資
格　
小
学
生
以
上
の
町
民
又
は
町
内

　
　
　
　
　

在
勤
者

参
加
料　
１
人
５
０
０
円（
出
場
種
目
等

　
　
　
　
　

関
係
な
く
、す
べ
て
同
一
料
金
）

申
込
期
限　
11
月
１
日（
金
）ま
で

問 

教
育
委
員
会（
町
民
体
育
館
内
）

（
☎
６
９
２	

・
１
１
１
５
）　　
　

郷
土
料
理
を
見
直
そ
う

　

昔
の
行
事
の
料
理
を
今
一
度
見
直
し
て
、

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日

時　
11
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場

所　
女
性
セ
ン
タ
ー（
調
理
室
）

内

容　
　

調
理
実
習　
　

　

・
ア
ジ
の
寿
司　

　

・
き
つ
ね
寿
司

　

・
煮
し
め

　

・
お
吸
い
物

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物

家
庭
の
み
そ
汁（
約
50
㏄
容
器
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。塩
分
測
定
で
き
ま
す
）、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
込
期
間　
10
月
17
日（
木
）～
25
日（
金
）

主

催　
藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」生
活
環
境
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）	

　

町
国
際
交
流
協
会
が
、
文
化
庁
の
事
業

と
し
て（
公
財
）県
国
際
交
流
協
会（
ト
ピ

ア
）・
県
と
協
力
し
、
日
本
語
指
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日

時　
11
月
９
日
、
11
月
16
日
、
11
月

　
　
　
　

23
日
、
12
月
７
日
、
12
月
14
日
、

　
　
　
　

12
月
21
日（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

　
　
　
　
（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容　
初
級
日
本
語
の
教
え
方

受
講
料　
無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

定

員　
20
人

申
込
期
限　
10
月
25
日（
金
）ま
で

申
・
問 

町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）

平
成
25
年
度
前
期　

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
　
～
外
国
の
方
へ
の
実
践
的
な
日
本
語
の
教
え
方
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
～
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藍
住
ま
ち
ゼ
ミ

　

ま
ち
ゼ
ミ
は
、
お
店
の
方
が
講
師
と
な
っ

て「
プ
ロ
な
ら
で
は
の
コ
ツ
」や「
使
い
方
や

考
え
方
」な
ど
を
無
料
で
教
え
て
く
れ
る
少

人
数
制
の
ミ
ニ
講
座
で
す
。
60
分
～
90
分
程

度
の
分
か
り
や
す
い
学
び
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

開
催
期
間　
11
月
１
日（
金
）～
30
日（
土
）

　
　
　
　
　

１
回
当
た
り
60
～
90
分
程
度

会

場　
講
師
の
お
店

講
座
内
容　

　
「
メ
ガ
ネ
の
お
手
入
れ
方
法
」 「
や
せ
て
見

え
る
着
こ
な
し
術
」 「
ア
ト
ピ
ー
相
談
20
年
、

あ
な
た
の
肌
の
取
り
戻
し
方
」な
ど
30
講
座

講

師　
店
主
等

定

員　
少
人
数
制

受
講
料　
無
料（
一
部
材
料
費
を
い
た
だ

　
　
　
　
　

く
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

受
付
開
始　
10
月
25
日（
金
）か
ら

※
詳
細
は
、
10
月
25
日（
金
）の
新
聞
折
り
込

　

み
、
町
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

町
商
工
会（
☎
６
９
２・２
８
１
６
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
！

　
「
商
工
藍
ラ
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

開
催
日　
11
月
３
日（
日
）

場

所　
緑
の
広
場

出
店
料　
千
円（
１
区
画
）

申
込
期
限　
11
月
１
日（
金
）ま
で

申
・
問 

町
商
工
会（
☎
６
９
２・２
８
１
６
）

マ
マ
チ
ャ
リ
教
室

「
町
内
お
店
ツ
ア
ー
」

　

家
庭
用
の
自
転
車
で
参
加
で
き
ま
す
。

の
ん
び
り
い
き
ま
し
ょ
う
。

日

時　
11
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
出
発

集
合
場
所　
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
民
又
は
町
内
在
勤
者
で
15
k 

　
　
　
　
　

の
距
離
を
自
転
車
走
行
で
き
る
方

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

５
０
０
円

定

員　
30
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
10
月
17
日（
木
）か
ら

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

藍
住
歩
こ
う
会「
新
発
見
！ 

藍
住

東
周
り
コ
ー
ス
」(

約
６
ｋｍ)

　

意
外
と
知
ら
な
い
藍
住
の

魅
力
を
一
緒
に
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

日

時　
10
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
集
合

　
　
　
　
　
（
午
前
10
時
出
発
）

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

３
０
０
円（
保
険
料
）

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

　

秋
風
と
と
も
に
頂
上
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

日

時　
11
月
２
日（
土
）午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　

無
料

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

５
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

お
で
か
け
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
秋
の
比
叡
山
め
ぐ
り

   

～
東
塔
か
ら
横
川
へ
～
」

　

楽
し
み
な
が
ら
秋
を
満
喫
で
き
る
コ
ー
ス

で
す
。
少
し
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
ま
す
。

日

時　
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
６
時
30
分
出
発

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
旧
プ
ー
ル
跡
駐
車
場
）

対
象
者　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

会
員
で
10
k を
完
歩
で
き
る
方

定

員　
40
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
千
円

申
込
開
始　
10
月
17
日（
木
）か
ら

※
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
11
月
５
日（
火
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参

　

加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

発行総額　　　1億6,500万円
商品券の額面　千円券11枚つづり（1万円）
購入限度額　　一人10万円まで
購入対象者　　町民又は町内在勤・在学者
有効期限　　　平成25年11月1日（金）～平成26年3月31日（月）
予約販売期間　10月15日（火）～10月24日（木）（予約取次店で予約可）
一般販売　　　11月1日（金）から町商工会で販売
※予約取次店・商品券取扱店の詳細は、10月13日（日）の新聞折り込みチラシ（あいプラスNAVI）をご覧ください。

申 ・問 町商工会（☎692・2816）

今年は発行総額1.5倍！
あいプラスカード（プレミアム商品券）予約販売開始！
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休日相談

11月

12月

心配ごと相談所カレンダー

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。
●場所　福祉センター（１階相談室）
●こども相談（月～金曜日　午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館
●保健相談（毎週月曜日）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時　
●相談センター専用電話（☎６９２・６２２２）

平
成
25
年
11
月
12
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
　 １ ２

3 4 5
一般相談

6 7 8 9

10 11
人権相談

12 13 14
法律相談

15
税金相談

16

17 18
行政相談

19
一般相談

20 21 22 23

24 25 26 27 28
法律相談

29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2

行政相談
3

人権・一般相談
4 5

法律相談
6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17
一般相談

18 19
法律相談

20
税金相談

21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

※12月3日（火）の人権相談は
　午前10時～正午に変更して
　いますので、ご注意下さい。

ふ
れ
あ
い
と
健
康
を
求
め
て

歩
こ
う
遍
路
道

　

遍
路
道
を
利
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
目

的
と
し
て
14
番
札
所
常
楽
寺
か
ら
18
番
札
所

恩
山
寺
ま
で
約
23
ｋｍ
を
歩
き
ま
す
。

日

時　
11
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
30
分
出
発

　
　
　
　
　
（
午
後
４
時
ご
ろ
帰
町
）

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
旧
プ
ー
ル
跡
駐
車
場
）

対
象
者　
町
民
又
は
町
内
在
勤
者

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
３
千
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外　

４
千
円

定

員　
25
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
10
月
17
日（
木
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
11
月
８
日（
金
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参

　

加
費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

と
く
し
ま
旅
づ
く
り
ネ
ッ
ト

勝
浦
み
か
ん
狩
り
ツ
ア
ー
！

　

徳
島
県
を
代
表
す
る
み
か
ん
の
産
地
、
勝

浦
町
で
み
か
ん
狩
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

み
か
ん
狩
り
の
後
は
地
元
の
里
山
御
膳
を
味

わ
い
、
更
に
、
み
か
ん
を
使
っ
た
料
理
体
験

を
行
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
勝
浦
町
で
子
供

た
ち
と
週
末
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

日

時　
11
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

集
合
・
解
散
場
所　
JR
徳
島
駅
前

対
象
者　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定

員　
15
組（
１
組
当
た
り
大
人
１
人
、

　
　
　
　
　

子
供
１
～
２
人
）

※
最
大
定
員　

40
人

※
応
募
組
数
が
募
集
定
員
数
を
超
え
た
場
合

　

は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

参
加
費　
無
料

※
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
移
動
中
の
飲

　

物
代
等
は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　
10
月
31
日（
木
）ま
で

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
経
済
産
業
課
に
備
え

　

て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

道
の
駅「
ひ
な
の
里
か
つ
う
ら
」

　
　
　
　
（
☎
０
８
８
５・４
４・０
１
１
２
）

　
　
　
　
（
F		０
８
８
５・４
４・０
１
１
３
）

〒
７
７
１・４
３
０
３

　
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
生
名
字
月
ノ
瀬
４
番
地
１

※
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
定
休
日
第
４
月
曜
日
）

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
苦
情
が
あ
る
」

「
困
っ
て
い
る
」 「
こ
う
し
て
欲
し
い
」 「
制

度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

日

時　
10
月
25
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場

所　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　
（
会
議
室
）

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

　

10
月
21
日（
月
）か
ら
27
日（
日
）の
期
間
は
、

行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談

制
度
を
広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。

す
ま
し
き
聴
お
を
声
の
た
な
あ

す
ま
し
き
聴
お
を
声
の
た
な
あ「

行
政
相
談
週
間
」
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あ
い
ず
み
文
化
祭

　

発
足
10
周
年
を
迎
え
、
町
文
化
協
会
の
会

員
が
日
ご
ろ
の
活
動
状
況
や
成
果
を
文
化
祭

で
発
表
し
ま
す
。

日

時　
11
月
２
日（
土
）～
３
日（
日
）　

場

所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
役
場
４
階
）

開
会
行
事
・
舞
台
発
表

　

11
月
２
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時　

記
念
講
演

・
好
田
タ
ク
ト（
指
揮
者
芸
と
コ
ン
ト
）

・
阿
波
木
偶
箱
ま
わ
し
保
存
会

作
品
展
示

　

11
月
２
日（
土
）午
前
９
時
30
分
半
～
午
後
６
時

　

11
月
３
日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

入
場
料　
無
料

主

催　
町
文
化
協
会

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

藍
美
展

日

時　
11
月
１
日（
金
）～
３
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
内
容

　

町
民
及
び
町
内
在
勤
者
の
日
本
画
・
洋
画
・
美

術
工
芸
・
彫
刻
・
書
道
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
を
展
示

入
場
料　
無
料

☆
来
場
者
に
は
、
抽
選
で
会
員
の
作
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

町
美
術
協
会
事
務
局（
☎
６
９
２・４
４
７
２
）

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

日

時　
10
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
開
会
式

場

所　
町
民
体
育
館
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
雨
天
時
は
町
民
体
育
館
内
）

参
加
方
法　

①
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
も
ら
う（
１

　

人
１
枚
で
午
前
８
時
30
分
か
ら
配
布
）

②
競
技
に
参
加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て

　

も
ら
う（
開
会
式
参
加
で
１
ス
タ
ン
プ
！
）

③
受
付
で
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
抽
選
カ
ー
ド

　

に
交
換（
午
前
11
時
か
ら
）

※
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
で
好
き
な
食
べ
物
が
食

　

べ
ら
れ
ま
す
！（
う
ど
ん
・
フ
ラ
ン
ク

　

フ
ル
ト
な
ど
）

※
種
目
の
ス
タ
ン
プ
が
５
個
以
上
で
抽
選

　

カ
ー
ド
に
交
換
で
き
ま
す
。

☆
開
会
式
の
後
に『
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
』を

　

行
い
ま
す
。
景
品
は
お
楽
し
み
に
！

☆
閉
会
式
前
の『
抽
選
大
会
』で
豪
華
景
品

　

が
当
た
り
ま
す
！

【
種

目
】

町
民
体
育
館

　

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
・
囲
碁
ボ
ー
ル
・

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
・
健

康
年
齢
測
定
・
握
力
、
前
屈
測
定
・
幼
児

コ
ー
ナ
ー
・
ダ
ン
ス

藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ッ

ト
・
ペ
タ
ン
ク

体
育
セ
ン
タ
ー

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
（
事
前
に
申
込
み
が
必
要
）

藍
住
中
学
校
体
育
館

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

　
（
事
前
に
申
込
み
が
必
要
）

注
意
事
項　

※
競
技
種
目
の
う
ち
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す（
賞
品
も
当
た
り
ま
す
）。

※
事
前
参
加
申
込
者
抽
選
会
及
び
抽
選
大

会
は
、
会
場
に
い
な

い
当
選
者
は
無
効
と

し
ま
す
。

※
町
民
体
育
館
内
は
土

足
禁
止
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
上
履
き

（
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
・
問 
教
育
委
員
会（
町
民
体
育
館
内
）

（
☎
６
９
２・１
１
１
５
）

　
　
　
　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

秋
の
バ
ラ
ま
つ
り

　

秋
の
バ
ラ
は
、
春
と
は
違
い
、
花
数
は
少

な
い
で
す
が
香
り
が
豊
か
で
色
が
鮮
や
か
な

の
が
特
長
で
す
。
バ
ラ
の
香
り
に
は
心
を
落

ち
着
か
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
秋
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
バ
ラ
園
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

期

間　
10
月
26
日（
土
）～
11
月
４
日（
月
）

※
バ
ラ
園
駐
車
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合

は
、
緑
の
広
場
前
駐
車
場
・
総
合
施
設
駐

車
場（
旧
プ
ー
ル
跡
駐
車
場
）を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問 

経
済
産
業
課（
☎
６
３
７・３
１
２
０
）

平
成
25
年
度

後
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
い
て
、
技
能
者
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い

る
技
能
の
程
度
を
一
定
の
基
準
に
よ
り
検
定

し
、
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
実
技
試
験
と

学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

技
能
検
定
実
施
職
種　

◆
特
級
職
種

　

金
属
熱
処
理
等
15
職
種

◆
１・
２
級
職
種　

　

機
械
検
査
等
23
職
種

◆
単
一
等
級
職
種

　

樹
脂
接
着
剤
注
入
施
工
等
２
職
種

◆
３
級
職
種

　

造
園
等
８
職
種

受
付
期
間　
10
月
７
日（
月
）～
10
月
18
日（
金
）

※
各
職
種
の
試
験
日
、
会
場
等
の
詳
細
に
つ

　

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
☎
６
６
３・２
３
１
６
）
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図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

 

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

10
月
23
日（
水
）

　

11
月
13
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～ 

11
時

井
隈
読
書
会

　

11
月
７
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

　
テ
ー
マ
本

　
　
「
ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を
」

ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス
著

◎
休
館
日

　

▼
毎
週
月
曜
日

　

▼
振
替
休
館
日
…
10
月
15
日（
火
）

　

▼
毎
週
月
曜
日
…
10
月
17
日（
木
）

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
！

　

図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 
図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

藍
住
南
小
学
校
展
覧
会

期
間　
11
月
２
日（
土
）

　
　
　
　

～
11
月
28
日（
木
）の
午
前
中
ま
で

場
所　
藍
住
町
歴
史
館「
藍
の
館
」・
展
示
室

内
容　

　

１
年「
み
ん
な
な
か
よ
し
」

　

２
年「
光
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　

３
年「
ミ
ニ
Ｔ
シ
ャ
ツ
」　　

  

　

４
年「
粘
土
工
作
と
絵
画
作
品
」

　

５
年「
藍
染
め
作
品
」　　
　
　

　

６
年「
藍
染
め
作
品
」

　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
年
ご
ろ
）建
築
の
お
も

む
き
の
あ
る
建
物
の
中
で
、
藍
染
体
験
が
で
き

ま
す
。伝
統
の
天
然
藍
で
染
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、染
め
物
の
持
込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服（
し
み
が

付
い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も
の
）な
ど
を
藍
染

め
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま

　

り
ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

　

持
込
み
体
験
価
格　

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
家
族
教
室

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
本
人
だ
け
の
病

気
で
は
な
く
、
家
族
全
体
を
巻
き
こ
み
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
正
し

い
知
識
等
を
学
ん
で
、
家
族
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時　
11
月
８
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

場

所　
徳
島
保
健
所（
２
階
大
会
議
室
）

　
　
　
　
（
徳
島
市
新
蔵
町
３
丁
目
80
）

内

容　
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
基
礎
知
識
」

講

師　
藍
里
病
院　

吉
田
精
次
副
院
長

対
象
者　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方
の
ご
家
族

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
11
月
１
日（
金
）ま
で

申
・
問 
徳
島
保
健
所
健
康
増
進
担
当

（
☎
６
０
２・８
９
０
５
）

う
つ
病
家
族
教
室

　

う
つ
病
で
治
療
さ
れ
て
い
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
正
し
い
知
識
等
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　
11
月
１
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

場

所　
徳
島
保
健
所（
２
階
大
会
議
室
）

　
　
　
　
（
徳
島
市
新
蔵
町
３
丁
目
80
）

内

容　
「
う
つ
病
を
知
ろ
う
」　

講

師　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

石
元　

康
仁
所
長

対
象
者　
う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
ご
家
族

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
10
月
25
日（
金
）ま
で

申
・
問 

徳
島
保
健
所
健
康
増
進
担
当

（
☎
６
０
２・８
９
０
５
）

▼ 

４
つ
の
対
策 

▲

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
製
品
を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

▼ 

３
つ
の
習
慣 

▲

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す

問 

板
野
東
部
消
防
組
合

（
☎
６
９
８・０
１
１
９
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動(

11
月
９
日
～
11
月
15
日)

標
語「
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」



No 837 ■ 広報あいずみ19

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

川　口　スヱコ 78歳 勝瑞字正喜地
秦　　　澤　江 89歳 奥野字原
山　田　　　稔 68歳 矢上字西
柏　木　ナ　ミ 101歳 富吉字豊吉
中　山　英　治 80歳 奥野字矢上前
髙　田　隆　義 89歳 住吉字藤ノ木
大　櫛　福　善 87歳 徳命字名田
児　島　　　昇 81歳 勝瑞字東勝地
谷　田　君　子 92歳 徳命字名田
一　宮　多枝子 81歳 勝瑞字西地
山　根　達　也 37歳 乙瀬字青木
尾　原　桂　子 68歳 勝瑞字正喜地
戸　梶　ナミヲ 98歳 矢上字春日
稲　井　恒　之 84歳 東中富字直道傍示
天　野　　　豊 80歳 奥野字乾
澤　村　隆　利 85歳 勝瑞字幸島
山　本　恭　輔 78歳 富吉字豊吉
　岡　敏　明 62歳 富吉字須崎

9月

おくやみ申し上げます月99

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

10月16日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月18日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月21日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月28日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月28日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月５日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月６日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月11日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。
問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）

地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

花
す
す
き
費
や
し
き
れ
ぬ
三
連
休　
　
　
　
　

安　

曇　

統　

太

コ
ス
モ
ス
の
白
が
海
風
撒
き
ち
ら
す　
　
　
　

上　

窪　

則　

子

両
脇
に
は
さ
め
る
だ
け
は
さ
む
秋
な
す
び　
　

山　

田　

絵　

里

思
い
出
は
遠
き
里
山
栗
ご
は
ん　
　
　
　
　
　

武　

田　

み
も
ざ

秋
冷
や
宝
石
箱
を
開
け
し
朝　
　
　
　
　
　
　

青　

木　

秀　

明

友
が
み
な
だ
ん
だ
ん
他
人
鰯
雲　
　
　
　
　
　

田　

子　

閑
野
子

反
日
デ
モ
あ
っ
と
い
う
間
に
彼
岸
花　
　
　
　

原　
　
　

秀　

樹

取
り
残
す
茗
荷
の
花
が
白
添
え
て　
　
　
　
　

平　

岡　

育　

子

秋
の
空
み
な
み
の
魚
座
も
の
寂
し　
　
　
　
　

吉　

田　

和　

代

美
術
館
雑
談
多
き
女
連
れ　
　
　
　
　
　
　
　

小　

島　

ト
ミ
エ

加
章

鰯
雲
犬
は
雑
種
の
他
飼
わ
ず　
　
　
　
　
　
　

上　

窪　

青　

樹

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

吉　本　栞　奈 （か ん な） 女
啓 徳 ・ 早 織 富吉字中新田吉　本　杏　奈 （あ ん な） 女

伊　東　泰　助 （たいすけ） 男 卓 哉 ・ 千 尋 奥野字矢上前
西　山　心　琴 （み こ と） 女 慶 ・ 真理子 徳命字前須西
澤　田　真　聡 （ま さ と） 男 慎 也 ・ 知 佳 矢上字北分
森　本　奏　汰 （か な た） 男 亮 ・ 絵 美 勝瑞字正喜地
宮　本　悠　真 （ゆ う ま） 男 一 矢 ・ 幸 美 東中富字直道傍示
渡　谷　達　海 （た つ み） 男 賢 治 ・ 綾 美 矢上字原
恒　光　維　人 （い　 と） 男 宏 明 ・ 奈津子 富吉字穂実
野　上　紗　良 （さ　 ら） 女 桂 佑 ・ 咲 樹 矢上字安任
菅　　　元　気 （げ ん き） 男 章 哉 ・ 真理恵 徳命字前須東
楠　　　麟太郎 （りんたろう） 男 昭 人 ・ 真 実 勝瑞字正喜地
松　本　桜　子 （さくらこ） 女 直 樹 ・ 杏 子 富吉字岸ノ下
秋　田　航　成 （こうせい） 男 修 治 ・ あづさ 住吉字藤ノ木
山　田　愛梨香 （え り か） 女 剛 ・ 恵 美 矢上字西
坂　野　広　弥 （ひ ろ や） 男 道 彦 ・ 由 希 徳命字前須西
久　米　玲　奈 （れ　 な） 女

龍之介 ・ 愛 勝瑞字正喜地久　米　凛太郎 （りんたろう） 男
小　栗　麻　夢 （ま　 ゆ） 女 昌 大 ・ 鮎 美 徳命字小塚東
冨　永　結　星 （ゆうせい） 男 武 志 ・ かおる 勝瑞字東勝地
井　上　加　梛 （か　 な） 女 和 義 ・ 牧 江 東中富字東安永
桑　村　創　大 （そ う た） 男 敏 弘 ・ 真智子 矢上字春日
栗　岡　凜太郎 （りんたろう） 男 孝 ・ ひかり 住吉字神蔵
中　浦　琴　音 （こ と ね） 女

努 ・ 友 子 奥野字乾中　浦　琥　雅 （こ う が） 男
岡　　　美　月 （み つ き） 女 雅 幸 ・ 由加里 奥野字乾
広　瀬　由　依 （ゆ　 い） 女 清 一 ・ 恵 理 富吉字須崎

上窪　青樹　選

地域の子どもは、
　　　　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

子どもは、私たちの宝です

地域の子どもは、
　　　　　地域で守り育てましょう
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

健診・禁煙指導・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

救急告示・日本医療機能評価機構認定病院
医療法人
凌 雲 会稲次整形外科病院
理事長　稲次　正敬／院長　湊　省 ☎６９２-５７５７

☎６79-8880 692-0700

★診療時間★
午前 ／ ９：００～１２：００　　
午後 ／ ２：００～  ６：００
※日・祝日は急患のみ

診療科 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ー
ー ー ー ー ー ○

ー ー ー ー ○ ー
○

AM

PM

AM

AM

PM ー ー ○ ー ー

リハビリ科
整形外科
内　　科

神経内科

形成外科

脳外科

３６５日・２４時間
院内託児施設あり「ちびっこ園」

クリニック・ヘルパーステーション併設

リハビリスタッフによる
機能訓練・指導も充実

お問い合わせは

体験利用
受付中

（稲次整形外科病院より50m）
メディション凌雲

デイサービス昴デイサービス昴サービス付き高齢者向け住宅

町
指
定
有
形
文
化
財「
勝し

ょ
う

瑞ず
い

義ぎ

冢ち
ょ
う

碑ひ

」

指
定
年
月
日　
昭
和
62
年
３
月
31
日

所
在　
勝
瑞
字
東
勝
地（
勝
瑞
城
跡
）

　

勝
瑞
義
冢
碑
は
、
も
と
は
勝
瑞
城
跡
の
北

側
１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
位
置
に
あ
っ
た
も
の
を

昭
和
初
期
に
見け
ん
し
ょ
う性

寺じ

境け
い
だ
い内

に
移
し
て
き
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
面
に「
勝
瑞
義
冢
碑
」

と
彫
ら
れ
、
他
の
三
面
に
は
阿
波
三
好
氏
の

盛せ
い
す
い衰
が
漢
文
で
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
文
は
、
徳
島
藩
の
儒じ
ゅ
が
く
し
ゃ

学
者
で
四し

国こ
く

正し
ょ
う

学が
く

と
称
さ
れ
た
那な

波わ

魯ろ

堂ど
う

が
勝
瑞
村
の
庄
屋

で
あ
っ
た
岩い
わ

佐さ

谷や

助す
け

の
依
頼
に
よ
っ
て
書
い

た
も
の
で
、
三
好
家
主し
ゅ

従じ
ゅ
う

の
敗
戦
と
離
散
を

惜
し
み
、
ま
た
戦
死
者
を
弔と
む
ら

う
た
め
に
天て

ん
め
い明

３
年（
１
７
８
３
）に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
筆
跡
は
名
筆
で
あ
る
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

藍
住
町
の
文
化
財
18

徳島ヴォルティスを皆さんで応援に行きましょう!!
●ホームゲームご案内
　10月20日（日） 午後４時から VS 横浜FC
　10月27日（日） 午後１時から VS ガンバ大阪 （チケットは完売）

　11月10日（日） 午後４時から VS ファジアーノ岡山
●試合会場
 　ポカリスエットスタジアム
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